
令和2年10月24日（土）

第48回「南木倶楽部全国勉強会」（第133回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治         

近未来日本 可能性       大阪  未来 

（はじめに）≪大統領選挙はトランプが勝つ≫ ≪いわゆる「大阪都構想」は維新が勝つ≫

この前提で本日はお話をする。しかし仮にこの予測が外れたとしても、

私が思うに、我が国が戦後７５年経過して、経済は停滞したが、精紳はかなり立ち直ってきたので

人類の運命の大局は変わらないし、もう大丈夫だと思う。日本が大丈夫なら世界は大丈夫だ。

結局のところ、世界がどうなるかは日本にかかっているし、日本がどうなるかは、かなり、大阪にかか

っている。しかしもしもトランプが負けたら、次の展開への我が国の苦労は何倍にもなるだろう。

「大阪の自民党」はどうして、「維新」よりも輝かしい大阪の未来像を描かないのか。残念である。

「大阪市」が解体されて、大阪市民が損か､得か。目先は損に決まっていても、大阪や関西の力全体を伸

ばせば、結局大阪が栄える。「反対」なら、別のもっと栄える方策をなぜ示さないのか。「維新」が良い

と言っているのではない。経過はどうであっても、最終的に南木は大阪府知事の力が増す事が良い方向

と思う。日本国民は自身の目先の「損得」だけで判断するような国民ではない。多くの人は未来の事を

直感的に判断して投票する。その日本人の魂を目覚めさせるような政治活動をしてもらいたい。

＊ 菅首相。ベトナムが最初の訪問国、インドネシア「カリバタ英雄墓地」墓参は立派。よくやってい

る。マスメディアは本当の事を何も報道しない。外務省のホームページも言葉足らずだ。なぜ日本

兵がインドネシアの英雄なのか、ホームページで説明すべきだ。インドネシアはジャカルタだけで

なく、バリ島にもマルガ英雄墓地がある。

＊ 「快傑ハリマオ」（1960年4月5日 - 1961年6月27日まで日本テレビ系）知っていますか。昭和

38年（1963年）ごろの日本。「昭和３８年府議会決議」と現在。

Ⅰ、何より重要なことは、チャイナ共産党が崩壊する前に、アメリカが崩壊する事がないように、我が

国が全力でアメリカを支えねばならないことである。しかし、結局アメリカも内部矛盾によって崩壊す

る必然がある事を、我々は覚悟して、準備をせねばならない。この見通しが何より重要である。

Ⅱ、チャイナ共産党政府はいつ崩壊してもおかしくない。トランプが勝てば、１年以内に崩壊させる事

ができるだろう。バイデンなら、どうなるか。問題は副大統領だろう。しかしトランプが勝つだろう。

Ⅲ、我々は皆、自分が「辺境」に住んでいるのだというような意識を持ってはいけない。ここが世界の

中心であり、あなたが世界の中心である。いやそれどころか、あなたは宇宙の中心でもある。全ての場

所は宇宙の中心である。ここを動かせば宇宙は動く。

Ⅳ、復習（最近ＮＨＫ、家康の東南アジア出兵をやっていた。オランダ、スペインの対立に日本が決定

的影響を及ぼした。現在「世界大戦」進行中。戦国時代である。この認識が何より重要である。）

Ⅴ、５００年以前に戻り、その後、徳川政権が「鎖国」政策をとらなかったらどうなったかを、現実的

に考える事が重要である。産業革命は英国とほぼ同時に始まるか、我が国で先に始まった可能性さえあ

る。アメリカ合衆国は存在しなかったかもしれない。明治維新も、日清、日露戦争も必要なかった。そ

のとき世界はどうなっていたであろうか、アメリカ崩壊後、我が国に世界の運命を担う責任が回ってき

たとき、以上の事は本気で考えておくべき事柄であるが、誰も考えていない。

Ⅵ、暗闇の中で一筋の光明を見出す。この感覚、気持ちは誰でも分かる。秋晴れの公園を歩く。木々と

青空、遠くの山々、空の青と、白く輝くウロコ雲。これらを眺めながら、この全体を支えている力、あ

るいはこれらの背後に人間には見えない何か巨大な力が働いていると、頭で考えるのではなく、実感と

して感受できれば、それは宗教的な感覚である。その強さが、暗闇で光を見出すほど明瞭になれば、そ

れ以前とは違った世界認識が出来るようになる。人間は誰もがその感覚を持っている。３次元を超える

感覚。

Ⅶ、産業革命以後の人類は共産主義思想の出現がそのシンボルであるところの「唯物思想」に傾きすぎ

た。これからは徐々に科学的である事が、宗教的である時代に戻ってゆく。

Ⅷ、我が国は「成文憲法」の国ではなく、「不文憲法」の国である。天皇は、日本国憲法だけでなく、大

日本帝国憲法よりもはるかに昔からおられた。この天皇制度は、１万年以上に渡って『戦争』がなかっ

た縄文時代の「記憶」の中で形成されたと南木は考えている。君民一体の我が国体は成文憲法をどうい

じろうとも変えることは出来ない。自身の中に息づいている『憲法』に我々はもっと深く思いを致すべ



きである。

1 竹田恒泰氏は偉い。「国史」教科書を書いた。「次の戦後」を射程に収めている。学校で「国語」と共に、

歴史は「国史」として、教科書もその名にして教えられなければならない。日本人は幕末、誰も「自虐史

観」に染まっていなかった。「自虐」が好きな日本人は過去へ棄てて、我々は未来へ進もう。アメリカの

『因果応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。アメリカは将来どういう

地域になるか。

2 朝鮮半島の近未来の可能性。実に多くの可能性がある。拉致問題と、「ブルーリボン」裁判。

3 世界最高性能のコンピューター「富岳」。レアメタル採掘も成功。「東芝」の量子暗号通信。

4 アメリカ「スペースエックス社」のシャトル。ロシアとの関係の根本的変化。宇宙ステーションの意味。

5 日本政府は戦争になった場合のシナリオをもっている。「核シェアリング」こそ最良の「敵地攻撃能力」。

ドイツ方式、イギリス方式とは違った独自の「アメリカ海軍」の核シェアを我が国は模索すべき。日本の

「核シェアリング」がNATOと同じ方式になるという前提は取り払うべき。「非核３原則」のままで核シェ

アリングを実現できる。日本はNATO以上のものをアメリカの要求できる。問題は国内世論だ。

6 大英帝国の復活と、香港の未来。菅内閣はオーストラリアとも準同盟国的な関係をすでに作りつつある。

菅内閣は良くやっている。日英同盟復活必至。ファイブアイズをシックスアイズに当面は近づけるべき。

7 「日本学術会議」は設立目的を変更しない限り、もう不要であるどころか、有害。何を言っても国民に問

題がばれてしまった。あとは解体しかない。我が国で一切の「軍事技術研究」を拒否しながら、どうして

外国に対してはそうしないのか。「日本学術会議」の運営態度は「売国奴」と言われても仕方がない。

8 チャイナ共産党崩壊後、必ずアメリカは混乱期に入る事を覚悟しておくべき。

9 「円高は株高」になるまで、「内需」を拡大すべき。「コロナ」によって通貨の本質がばれた。フビライハ

ーンと「東方見聞録」。ドルが基軸通貨なのは軍事力による。ありえないことだが、チャイナ共産党がア

メリカを軍事的に打倒し、ＥＵ諸国、英国、日本を打倒すれば、「元」が基軸通貨になる。

10 （復習・重要）チャイナ共産党消滅後、我が国が最も外交上最初にせねばならない事は、もしも「国連」

がそのまま残るとすれば「中華人民共和国」の後継国家を絶対に認めてはならないことである。ソ連の後

継国家が「ロシア」になった。ウクライナが「うちも後継国家だ」、と主張したら世界史は変わっていた。

ウクライナに核ミサイルがあり、空母「ワリヤーグ」もあった。ウクライナの人々は数百年に一度のチャ

ンスを逸し、重大な間違いを犯した。チャイナから後継国家は出さない。日本が常任理事国にならねばな

らない。

11 （復習）合衆国弱体化の後は、我が国による第7艦隊買い取りは必至。「いずも」、「かが」空母化の意味。

12 国家も、個人も、他人（他国）の書いたシナリオを棄て、まず一歩、独創の未来へと踏み出せ。自虐の自

己催眠を解き、「小国日本」思想を捨て、日本人は皆自身を守ってくれている歴史と伝統に自信を持つべ

し。自らの感性を信じる。我々は世界平均より５００年以上未来の人間である。

13 「鬼滅の刃」現象。非常に良い。⑱今後の南木が関連する裁判について。傍聴券獲得依頼。

（推薦する書籍・最新）「『憂国忌』の五十年」三島由紀夫研究会編（啓文社書房）

「初めて読む人の為の人間学」藤尾秀明（致知出版社） 「封じられた日本史」保江邦夫（bio）

「なぜ大東亜戦争は起きたのかーー空の神兵と呼ばれた男たち」高山正之・奥本實（ハート出版）

（推薦する書籍）

「中学歴史」竹田恒泰（令和書籍） 「日本人よ強かになれ」高山正之（ＷＡＣ）

「反日への最後通告」池萬元（ハート出版） 「国際ニュースの読み方」（馬渕睦夫）マガジンハウス

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム

「アフターコロナ 日本がリードする世界の新秩序」渡邉哲也×エミンユルマズ

「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一 「パンデミックと漢方」（勉誠出版）渡辺望

「習近平が隠蔽したコロナの正体」河添惠子（WAC） 「石平の眼 日本の風景と美」石平（ＷＡＣ）

「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二 「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド

「日本書紀入門」（ビジネス社）竹田恒泰×久野潤

「『武漢ウイルス』後の新世界秩序」（ワニ・プラス）西村幸祐×福山隆

「ＷＨＡＴ ＮＥＸＴ」（ハート出版）宮崎正弘 「知っておきたい和食の秘密」（勉誠出版）渡辺望

（南木が繰り返し推薦する名著）

「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン 「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎 以上


